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9. 研 実 しないこと。) 

すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等

は記載しないこと。 

 

に発現する遺伝子群の転写を抑制し、アストロサイ

の分化形質を維持していることが示唆された。 

績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載究

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

      だけ分かりやすく記述

       
 
 哺乳類中枢神経系に存在する神経幹細胞は発生過程を通じてニューロン、アストロサイト、オリゴデン

ドロサイトなどの細胞へと分化する。本研究では神経幹細胞からアストロサイトへの分化系をモデルとし

て、神経系細胞が「排他的に自身の分化形質を維持する」メカニズムの解明を試みた。本年度はアストロ

サイト分化誘導性サイトカインの一つである骨形成因子（BMP）刺激に依存して、ニューロン分化及びニ

ューロン発現遺伝子群の転写制御を行なうことが知られるRE-1 Silencing Transcription Factor/Neuron

Restrictive Silencer Factor (REST/NRSF)の発現誘導が生じることを見出した。このメカニズムとして

REST/NRSF遺伝子転写制御領域にBMPシグナルの下流転写因子Smadの応答配列が存在することを見出した。

また、神経幹細胞にREST/NRSFを発現させるとニューロン分化を抑制し、さらにREST/NRSFの機能を阻害す

るとBMP依存的なアストロサイト分化誘導を阻害することを見出した。さらに、成熟アストロサイトにお

いてREST/NRSFの機能を阻害することにより、アストロサイトにおいて異所的にニューロンに発現する遺

伝子の発現上昇が観察された。これらのことより、神経幹細胞からアストロサイト分化過程において発現

するREST/NRSFがアストロサイトにおいてニューロン

ト
 
 
 
 
                                        

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

付すること。 添
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